研修出張様式５
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研修報告書

	所　　属　　青南病院　　　職　種　事務　　　　　　　　　　　　　氏　名　清水　靖子

	期　　間　　平成２０年　9月　25日　

	出張目的　第３５回国際福祉機器展

	出 張 先　東京ビックサイト

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


考察

総合展示　15カ国

1地域　530社出展

高齢者や障害者の自立生活や社会参加の促進を図るため、日常生活や介護における福祉機器へのニーズは質量ともに高まっており、最先端技術の機器を実際に見ることで、施設・設備を管理するチームスタッフとして情報を収集のため展示会見学に参加致しました。

医療機器とは、実際に使用する患者様のニーズに合った物を用意してこそ役に立つもので、カタログに載っていたから、または今まで使用していた物と同じだからと言うだけでは何の役にも立たたず、医療サービスを提供する物として、常に最先端技術機器の情報収集、スキルアップが必要。

要旨

《福祉機器の選び方、使い方》

（ベット）

・寝返りとベット

ごろんと横に回転するだけの寝返りをすると、マットレスの幅が900mm前後では、柵にぶつかりやすくなります。一般のベッドと同様に1,000mm以上の幅が欲しくなりますが、介護がしにくくなります。
　身体の機能が十分なら、お尻をひくようにして寝返りすれば柵にはぶつかりませんが、眠っていて無意識に寝返るとやはりぶつかります。
　なお、身体を思うように動かせない要介護者の場合は、介護のしやすさを考えてベッドの幅を狭めにします。

・褥瘡への配慮

身体を動かさずに寝ていると、褥瘡を作りやすくなります。褥瘡を防ぐためにはとにもかくにも身体を動かすことですから、自分で動かせない場合は頻繁に体位変換を必要とします。介助力が不足する場合には何らかの形で用具、すなわちこの場合にはマットレスに依存しなければなりません。
　この場合のマットレスは体圧を分散させることが目的です。接触圧が毛細血管圧よりも低くならないと、褥瘡対策にはなりません。毛細血管の血流を阻害するからです。このためにエアマットレスや圧力分散特性に優れたウレタンマットレスが使われますが、これらのマットレスでは身体が沈むことによって、自分で体位変換をしにくくなることに注意しましょう。身体を動かせる人が使うと、身体を動かしにくくなることでかえって寝たきりとなってしまう原因にもなりかねません。

（車椅子）

・スリングシート：布貼りの座面と背もたれ

骨盤といわれる腰の部分が、たわんだ背シートにもたれるために、座ることに問題を感じていない人でも、「すべり座り」と呼ばれる骨盤が後傾した座り方になります（a）。年齢とともに身体機能や体幹筋力が低下し、「すべり座り」になったり、場合によっては車いすからずり落ちたりすることがあります。これは、車いすのスリングシートといわれる布張りシートの影響があります。　また、このようなたわんだシートに長期間座ることで、変形が発生する可能性もあります。例えば、骨盤の傾斜は、座った位置がスリングシートの中央でない場合、簡単に起こります（b）。骨盤が回旋した「斜め座り」は脳卒中などの麻痺がある場合は最初から発生し、不安定なスリングシートにより助長されます（c）。　このように、一般的な車いすは折り畳み機能を優先しているため、スリングシートが使用されています。新しい車いすでも座面と背もたれの“支持性”が低いため、椅子としての機能性は不十分です。

・移乗

車いすの多くは座シートの前面の高さが約45cmであるために、小柄な高齢者は車いすへの移乗が難しくなります。さらに車いすのフットレストが固定式ですと、ベッドから車いすへの移乗の際、フットレストが邪魔になって、ベッドに車いすを十分に近づけることができません。

・褥瘡予防のため

このような褥瘡を防ぐには、皮膚が圧迫される時間を短くする、または弱い圧迫にすることが必要です。
　皮膚の圧迫を短時間にするために、米国では、高齢者は１時間おきにベッドに戻るか、臀部（お尻）を座面から上げられる場合は、15分おきに上げるようにと指導されています。
　お尻の上げ方は、下図の3つの方法があります。前屈は前にテーブルを置いて、テレビを見ながら行うことができます。

　プッシュアップ　　　前屈　　　　側屈　　　　ティルト
次に、弱い圧迫にするためにクッションが必要となります。座布団と円座はクッションとして役に立たないので気をつけましょう。圧迫を減らすためにはクッションの厚さを考えなくてはなりません。車いすクッションとしては最低でも5ｃｍ、褥瘡が起きやすい方は10ｃｍ必要です。また臀部がクッションに沈み込んで、臀部のわきでも支える機能が必要となります。
　クッションで褥瘡を予防できるかどうか判断するには、普段車いすに座り続ける時間と同じ時間だけ、そのクッションに座ってみてください。臀部の皮膚の赤みが30分で消えるなら、そのクッションで褥瘡を予防することができると考えてよいでしょう。
　クッションは形状や材質、そして重さなど、それぞれ特徴があります。また、管理の仕方も重要です。座り方によって褥瘡になる場合もありますから、専門家に相談されるとよいでしょう

《転倒予防のための住まいの点検》

私たちは住まいの中の思いがけない場所で、事故にあう場合があります。それは居間や寝室を中心に階段・廊下などの移動中に起きやすい転倒・転落事故です。移動の安全を高めるには、転倒・転落事故の防止が大切です。
　転倒を引き起こしやすい原因として、一般的に段差を挙げますが、転倒の原因となる環境はそれだけではありません。図ー1のように、いくつかの原因が組み合わさったときに、最も転倒事故の危険性が高まります。現在のお住まいに、ここで挙げる原因がいくつか重複してあてはまる場所があれば、安全のために環境の改善を考えましょう。

（廊下）

・段差の解消

廊下と各室の床面の高さを揃えて、敷居の段差や戸枠の突出部分を撤去すると、ほぼ段差を解消することができます。床の高さを揃えるまでの改善を行いにくい場合には、段差部分にスロープ状の板（すりつけ板）を取り付けるだけでもつまずきを予防できます。　ただし、杖や歩行器で移動する方は、杖や歩行器の足部が傾斜面で不安定になりやすいので、床の高さを揃えて段差を除去することをお勧めします。[image: image2.png]E-3REShRH
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・手摺の取付

　廊下に取り付ける歩行用の手すりは、手に持つ杖が連続しているものと考えます。手すりの高さは、リハビリテーション科の医師や理学療法士の医学的な処方を受けて決められた杖の長さに揃えます。医学的な処方を受けることが難しい場合は、大腿骨大転子の高さを参考に、手すりの高さを決めます。この高さは手すりに体重を掛けて歩行するときの高さの目安です。体重を掛けるよりも歩行時のバランスを保つために使う手すりの場合は、骨盤やおへその高さを目安に若干高めに取り付けます。なお、これらは目安ですので、適切な取り付け高さを確認するために、医学的な処方を受けることをお勧めします。
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